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●P２～平成１３年第１回市長所信表明●P8～行政改革・狂犬病予防注射日程●P9 穴山デイサービスセンターオープン／婦人科検診他　

●P10 一時保育事業をご利用ください／地域子育て支援センターオープン／４月から乳児医療費が無料に／峡北地方勤労青年センターをご利

用ください●P11 韮崎図書館ニュース／児童センターで遊ぼう●P12～韮崎フォトニュース●P14～暮らしの情報●P16 4月のカレンダー

も
く
じ

わに塚のさくら



－2－

美　
し　
い　
自　
然　
と　
共　
生　
す　
る　

快　
適　
な　
ま　
ち　
づ　
く　
り　

平　
成　
十　
三　
年　
度　
一　
般　
会　
計　
当　
初　
予　
算　
額　
は　
、　
前　
年　
度　
当　
初　
予　
算　
に　
対　
し　
、　
三　．　

七　
％　
減　
の　
、　
百　
十　
九　
億　
三　
千　
万　

円　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
本　
市　
の　
予　
算　
編　
成　
に　
つ　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　
歳　
入　
歳　
出　
両　
面　
に　
わ　
た　
り　
創　
意　
工　
夫　
を　
重　
ね　
、　
限　
ら　

れ　
た　
財　
源　
の　
重　
点　
的　
か　
つ　
効　
率　
的　
な　
配　
分　
に　
努　
め　
た　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

歳　
入　
面　
に　
お　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　
税　
収　
等　
の　
自　
主　
財　
源　
の　
確　
保　
は　
も　
と　
よ　
り　
、　
国　
・　
県　
支　
出　
金　
や　
起　
債　
制　
度　
等　
の　
有　

効
･
適
切
な
活
用
に
よ
る
効
率
的
な
特
定
財
源
の
確
保
や
、
基
金
の
弾
力
的
な
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、

将　
来　
的　
に　
向　
け　
た　
健　
全　
財　
政　
運　
営　
の　
確　
立　
の　
た　
め　
、　
市　
債　
の　
発　
行　
は　
極　
力　
抑　
制　
し　
た　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　

歳　
出　
面　
に　
お　
き　
ま　
し　
て　
も　
、　
人　
件　
費　
、　
扶　
助　
費　
、　
市　
債　
の　
償　
還　
な　
ど　
の　
義　
務　
的　
経　
費　
を　
除　
く　
一　
般　
行　
政　
経　
費　
は　
、　

様　
々　
な　
角　
度　
か　
ら　
行　
政　
目　
的　
を　
達　
成　
す　
る　
た　
め　
の　
手　
法　
や　
仕　
組　
み　
を　
検　
討　
し　
、　
徹　
底　
し　
た　
事　
務　
事　
業　
の　
見　
直　
し　
を　

行　
う　
と　
と　
も　
に　
、　
第　
五　
次　
長　
期　
総　
合　
計　
画　
の　
第　
一　
次　
実　
施　
計　
画　
に　
沿　
っ　
て　
、　
市　
民　
生　
活　
に　
必　
要　
な　
施　
策　
を　
堅　
実　
に　

推　
進　
す　
る　
予　
算　
編　
成　
と　
し　
た　
次　
第　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

以　
下　
三　
月　
定　
例　
市　
議　
会　
で　
の　
市　
長　
所　
信　
表　
明　
（　
要　
旨　
）　
を　
紹　
介　
し　
ま　
す　
。　

本　
市　
の　
緑　
豊　
か　
な　
自　
然　
環　
境　
と　
都　

市　
的　
活　
動　
と　
が　
共　
生　
す　
る　
環　
境　
に　
優　

し　
い　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
は　
、　
都　
市　
化　
が　

進　
展　
す　
る　
中　
で　
、　
子　
供　
の　
遊　
び　
場　
や　

憩　
い　
の　
場　
と　
し　
て　
の　
公　
園　
の　
整　
備　
と　

景　
観　
の　
保　
持　
が　
肝　
要　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
た　
め　
、　
明　
年　
度　
、　
緑　
の　
基　
本　
計　

画　
の　
策　
定　
に　
着　
手　
し　
、　
緑　
と　
空　
間　
ス　

ペ　
ー　
ス　
が　
調　
和　
し　
た　
美　
し　
い　
景　
観　
と　
、　

機　
能　
的　
で　
人　
に　
優　
し　
い　
住　
環　
境　
の　
確　

保　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
上　
水　
道　
に　
つ　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　

甘　
利　
地　
域　
の　
水　
需　
要　
に　
充　
分　
対　
応　
で　

き　
る　
よ　
う　
、　
引　
き　
続　
き　
送　
水　
管　
武　
田　

橋　
添　
架　
工　
事　
を　
行　
い　
、　
早　
期　
完　
成　
を　

目　
指　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
下　

水　
道　
事　
業　
に　
つ　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　
平　
成　

八　
年　
度　
第　
一　
期　
計　
画　
区　
域　
の　
供　
用　
を　

開　
始　
し　
て　
以　
来　
、　
工　
事　
も　
順　
調　
に　
進　

み　
、　
加　
入　
率　
の　
向　
上　
に　
、　
鋭　
意　
努　
め　

て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
明　

年　
度　
は　
、　
新　
た　
に　
第　
四　
期　
計　
画　
区　
域　

の　
工　
事　
に　
着　
手　
し　
て　
ま　
い　
る　
考　
え　
で　

あ　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
快　
適　
な　
居　
住　
環　
境　
の　
確　
保　

に　
つ　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　
持　
家　
新　
築　
住　
宅　

建　
設　
促　
進　
利　
子　
助　
成　
事　
業　
及　
び　
勤　
労　

者　
住　
宅　
建　
設　
資　
金　
融　
資　
事　
業　
を　
継　
続　
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自然を活かす環境共生社会の実現
美しいまちづくり事業 4 2 8万円

★環境基本計画策定事業 7 0 0万円

資源リサイクル推進事業 1 , 8 4 3万円　　

廃棄物処理対策事業 5 , 8 3 1万円

峡北行政事務組合（ごみ処理）負担金

2億9 , 3 4 3万円

住 み よ い 快 適 な 都 市 の 実 現
上水道施設・設備整備事業 2億4 1 5万円

塩川ダム受水費（峡北広域水道企業団負担金）

1億7 , 1 3 9万円

公共下水道整備事業 7億1 , 3 3 0万円

釜無川流域下水道負担金 1億6 , 9 4 1万円

市営住宅管理事業 9 , 0 8 5万円

★住宅環境改善事業 3 , 6 4 3万円

★住宅景観改善事業 6 , 3 3 2万円

持家新築住宅建設促進利子助成事業

1 , 9 5 0万円

快適な生活を支える都市基盤の整備

道路橋梁維持事業 4 , 6 1 7万円

快適環境都市推進事業 2 , 2 0 0万円

市単独道路整備事業 2億7 , 3 6 0万円

★公共用財産譲与管理事業 3 , 8 0 0万円

市民バス委託運行事業 3 , 1 9 0万円

安 全 な 地 域 社 会 の 実 現

市単独河川水路整備事業 5 , 0 0 7万円

災害対策事業 9 2 1万円

★＝新規事業または新規計画を含む事業

※１万円未満切り捨て

美しい自然と共生する
快適なまちづくり

す　
る　
ほ　
か　
、　
市　
営　
祖　
母　
石　
団　
地　
の　
下　
水　

道　
化　
を　
は　
じ　
め　
、　
建　
築　
年　
数　
を　
経　
過　
し　

た　
住　
宅　
の　
リ　
フ　
ォ　
ー　
ム　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　

り　
ま　
す　
。　

次　
に　
公　
共　
交　
通　
機　
関　
の　
充　
実　
で　
あ　
り　

ま　
す　
。　
バ　
ス　
路　
線　
に　
関　
し　
て　
は　
、　
利　
用　

者　
の　
減　
少　
傾　
向　
が　
続　
き　
、　
こ　
の　
た　
め　
、　

民　
間　
の　
赤　
字　
バ　
ス　
路　
線　
に　
対　
し　
、　
国　
・　

県　
の　
補　
助　
金　
を　
得　
て　
、　
近　
隣　
町　
村　
と　
共　

に　
運　
行　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
し　
た　
。　
明　
年　
度　

も　
、　
こ　
の　
補　
助　
制　
度　
に　
よ　
る　
運　
行　
を　
継　

続　
さ　
せ　
る　
ほ　
か　
、　
廃　
止　
路　
線　
に　
つ　
き　
ま　

し　
て　
は　
、　
市　
民　
バ　
ス　
の　
委　
託　
運　
行　
に　
よ　

り　
、　
お　
年　
寄　
り　
や　
児　
童　
、　
生　
徒　
等　
の　
足　

の　
確　
保　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
防　
災　
体　
制　
の　
確　
立　
で　
あ　
り　
ま　

す　
。　
市　
民　
の　
生　
命　
、　
財　
産　
を　
火　
災　
や　
地　

震　
な　
ど　
の　
災　
害　
か　
ら　
守　
り　
、　
日　
常　
生　
活　

の　
安　
全　
を　
確　
保　
す　
る　
こ　
と　
は　
、　
都　
市　
づ　

く　
り　
の　
基　
本　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　こ　
の　
た　
め　
、　

災　
害　
即　
応　
体　
制　
の　
整　
備　
と　
し　
て　
、　
災　
害　

に　
備　
え　
た　
必　
要　
機　
材　
や　
食　
糧　
等　
の　
備　
蓄　

に　
努　
め　
る　
ほ　
か　
、　
さ　
ら　
に　
各　
種　
防　
災　
訓　

練　
の　
実　
施　
や　
自　
主　
防　
災　
組　
織　
の　
強　
化　
指　

導　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
資　
源　
循　
環　
型　
社　
会　
の　
構　
築　
に　

つ　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　
市　
民　
と　
事　
業　
者　
と　
の　

連　
携　
に　
よ　
る　
環　
境　
基　
本　
計　
画　
の　
策　
定　
に　

着　
手　
し　
、　
環　
境　
講　
演　
会　
な　
ど　
の　
学　
習　
機　

会　
を　
拡　
充　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　

今　
年　
度　
着　
手　
が　
計　
画　
さ　
れ　
て　
い　
る　
峡　
北　

広　
域　
行　
政　
事　
務　
組　
合　
の　
ご　
み　
処　
理　
施　
設　

建　
設　
事　
業　
が　
早　
期　
に　
完　
成　
し　
、　
安　
心　
で　

安　
定　
し　
た　
処　
理　
の　
向　
上　
を　
期　
待　
す　
る　
も　

の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

市　
長　
所　
信　
表　
明　

平成13年度当初予算の概要
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地域の特性を活かした
農林業の展開

生産調整推進対策補助事業 5 , 4 9 7万円

カントリーエレベーター利用促進事業

6 5 4万円

農業金融対策事業 1 , 0 6 9万円

★農業担い手確保育成啓発事業 4 4万円

★経営対策体制整備推進事業 3 0万円

中山間地域耕作放棄地対策事業 3 4 5万円

県営畑地帯総合土地改良事業 6 , 2 1 7万円

農免農道整備事業 2億2 0 3万円

小土地改良事業 1億3 , 4 7 1万円

塩川地区県営圃場整備事業

1億2 , 3 9 9万円

円野地区県営圃場整備事業 8 4 5万円

市民農園運営事業 1 , 1 7 1万円

特定農山村地域特別対策事業

1億2 , 8 5 2万円

松くい虫防除事業 4 , 1 2 2万円

林業地域総合整備事業 2 , 1 2 0万円

小規模林道事業 6 0 0万円

賑わいと活力のある商工業の展開
一般商工振興事業 1 , 1 6 4万円

商工団体育成事業 1 , 0 6 8万円

中小企業振興資金融資事業

2億4 , 0 4 2万円

小規模企業者小口資金融資事業

3 , 7 3 5万円

多彩な地域産業の
育成・雇用の促進

観光振興推進事業 1 , 1 0 4万円

観光宣伝事業 5 5 9万円

武田の里まつり補助事業 1 , 2 7 5万円

道の駅管理事業 1 , 6 3 1万円

高年齢者労働能力活用事業 1 , 5 3 5万円

勤労者資金融資事業 2 , 0 0 0万円

★＝新規事業または新規計画を含む事業

※１万円未満切り捨て

多彩な産業が発展するまちづくり

多　
彩　
な　
産　
業　
が　
発　
展　
す　
る　

ま　
ち　
づ　
く　
り　

最　
近　
の　
農　
業　
を　
取　
り　
巻　
く　
環　
境　
は　
、　

農　
産　
物　
の　
市　
場　
開　
放　
問　
題　
や　
米　
の　
生　
産　

調　
整　
、　
農　
畜　
産　
物　
価　
格　
の　
低　
迷　
、　
さ　
ら　

に　
は　
若　
年　
層　
の　
農　
業　
離　
れ　
に　
よ　
る　
高　
齢　

化　
な　
ど　
、　
農　
業　
は　
今　
、　
大　
変　
な　
現　
状　
に　

直　
面　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

私　
は　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
環　
境　
に　
対　
処　
す　

る　
た　
め　
、　
生　
産　
基　
盤　
の　
整　
備　
や　
農　
産　
物　

の　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
化　
、　
高　
付　
加　
価　
値　
農　
業　
へ　

の　
支　
援　
を　
引　
き　
続　
き　
行　
う　
な　
ど　
、　
魅　
力　

と　
や　
り　
が　
い　
の　
あ　
る　
農　
業　
の　
展　
開　
に　
支　

援　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

一　
方　
、　
農　
道　
の　
整　
備　
、　
土　
地　
改　
良　

事　
業　
を　
は　
じ　
め　
と　
す　
る　
諸　
事　
業　
に　

国　
・　
県　
の　
補　
助　
を　
導　
入　
し　
、　
圃　
場　
の　

整　
備　
を　
行　
う　
ほ　
か　
、　
耕　
作　
放　
棄　
地　
の　

増　
加　
に　
対　
処　
す　
る　
た　
め　
、　
中　
山　
間　
地　

域　
耕　
作　
放　
棄　
地　
対　
策　
事　
業　
を　
は　
じ　
め　
、　

国　
の　
特　
定　
農　
山　
村　
地　
域　
特　
別　
対　
策　
事　

業　
採　
択　
に　
よ　
る　
農　
道　
・　
水　
路　
・　
有　
害　

鳥　
獣　
防　
止　
施　
設　
等　
の　
整　
備　
を　
継　
続　
さ　

せ　
、　
さ　
ら　
に　
、　
生　
産　
調　
整　
推　
進　
対　
策　

補　
助　
事　
業　
の　
拡　
充　
な　
ど　
、　
農　
業　
の　
さ　

ら　
な　
る　
育　
成　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
都　
市　
部　
と　
の　
交　
流　
型　
農　
業　
の　

形　
成　
を　
図　
る　
た　
め　
、　「　
ふ　
れ　
あ　
い　
農　
園　
」　

を　
、　
明　
年　
度　
、　
新　
た　
に　
三　
十　
区　
画　
造　
成　

し　
、　
利　
用　
者　
の　
増　
加　
に　
対　
処　
し　
て　
ま　
い　

り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
林　
業　
の　
育　
成　
と　
い　
た　
し　
ま　
し　

て　
は　
、　
山　
地　
崩　
壊　
な　
ど　
の　
治　
山　
対　
策　
、　

林　
道　
整　
備　
、　
松　
く　
い　
虫　
防　
除　
対　
策　
な　
ど　

を　
引　
き　
続　
き　
実　
施　
し　
、　
豊　
か　
で　
美　
し　
い　

森　
林　
資　
源　
を　
次　
の　
世　
代　
へ　
と　
引　
き　
継　
げ　

る　
よ　
う　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
賑　
わ　
い　
と　
活　
力　
の　
あ　
る　
商　
業　

の　
展　
開　
に　
つ　
い　
て　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　近　
年　
、　

生　
活　
行　
動　
圏　
が　
拡　
大　
し　
、　
顧　
客　
や　
購　
買　

力　
の　
流　
出　
を　
生　
み　
、　
商　
店　
街　
に　
厳　
し　
い　

経　
営　
環　
境　
を　
も　
た　
ら　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

こ　
う　
し　
た　
中　
で　
、　
明　
年　
度　
、　
商　
工　
会　
が　

行　
う　
中　
心　
商　
店　
街　
の　
空　
き　
店　
舗　
を　
活　
用　

し　
た　
エ　
コ　
ス　
テ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
設　
置　
と　
、　
環　

境　
問　
題　
を　
テ　
ー　
マ　
と　
し　
た　
ラ　
ッ　
キ　
ー　
チ　

ケ　
ッ　
ト　
に　
よ　
る　
商　
店　
街　
の　
売　
上　
強　
化　
計　

画　
に　
対　
し　
、　
支　
援　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
各　
種　
融　
資　
制　
度　
を　
継　
続　
す　
る　

中　
で　
、　
昨　
年　
創　
設　
し　
た　
小　
規　
模　
企　
業　
者　

小　
口　
資　
金　
融　
資　
制　
度　
の　
利　
率　
の　
引　
下　
げ　

を　
行　
い　
、　
資　
金　
需　
要　
の　
安　
定　
化　
に　
努　
め　

て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
特　
色　
の　
あ　
る　
交　
流　
・　
観　
光　
の　

場　
づ　
く　
り　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
余　
暇　
時　
間　
の　

増　
加　
と　
ラ　
イ　
フ　
ワ　
ー　
ク　
の　
多　
様　
化　
な　
ど　

に　
よ　
り　
、　
観　
光　
に　
対　
す　
る　
期　
待　
と　
関　
心　

は　
、　
ま　
す　
ま　
す　
高　
ま　
っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

私　
は　
こ　
う　
し　
た　
観　
点　
か　
ら　
、　
集　
客　
と　

交　
流　
に　
よ　
る　
観　
光　
振　
興　
を　
推　
進　
す　
る　
た　

め　
、　
明　
年　
度　
計　
画　
さ　
れ　
て　
い　
る　
武　
田　
の　

里　
ウ　
ォ　
ー　
ク　
キ　
ン　
グ　
に　
、　
市　
内　
春　
の　
各　

種　
イ　
ベ　
ン　
ト　
を　
同　
日　
開　
催　
し　
、　
そ　
の　
相　

乗　
効　
果　
を　
図　
り　
、　
武　
田　
の　
里　
に　
ふ　
さ　
わ　

し　
い　
祭　
り　
と　
し　
て　
、　
大　
き　
く　
展　
開　
し　
て　

ま　
い　
る　
考　
え　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
大　

阪　
市　
内　
を　
運　
行　
す　
る　
バ　
ス　
の　
車　
体　
に　
、　

本　
市　
果　
実　
郷　
を　
描　
き　
、　
近　
畿　
圏　
か　
ら　
の　

集　
客　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

平成1 3年度当初予算の概要
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健康な生活を支える保健医療の

充実
保健福祉センター管理事業 1億1,488万円

子どもを健やかに産み育てる環境づくり事業 2,880万円

健康ふれあいセンター管理事業7,504万円

市民海・山の家設置事業 331万円

地域保健事業 1,229万円

健康診査事業 4,672万円

生きがいを持って暮らせる

社会福祉の実現
★介護サービス利用者助成事業 133万円

老人保護措置事業 5,960万円

老人医療費支給事業 3,351万円

★短期入所振替・住宅改修援助事業79万円

介護予防事業 1,679万円

みんなで支える地域福祉推進事業

1,039万円

★心身障害児（者）レスパイト事業 528万円

知的障害者保護措置事業 1億7,370万円

心身障害児ホームヘルパー派遣事業 831万円

ひとり親家庭医療費助成事業 322万円

保育園運営事業 1億9,776万円

★地域子育て支援センター運営事業 817万円

児童センター運営事業 1,246万円

★児童センター建設事業 1億4,388万円

乳幼児医療費助成事業 5,296万円

安心できる社会の整備
生活保護施行事業 2億2,710万円

国民健康保険運営事業 20億9,712万円

介護保険運営事業 12億8,716万円

老人保健運営事業 30億4,812万円

国民年金収納特別対策事業 366万円

峡北広域行政事務組合負担金 2億7 , 2 4 6万円

消防団運営事業 5 , 1 6 4万円

消防施設整備事業 2 , 7 6 8万円

交通安全施設整備事業 4 1 8万円

★＝新規事業または新規計画を含む事業

※１万円未満切り捨て

誰もが安心できるまちづくり

誰　
も　
が　
安　
心　
で　
き　
る　

ま　
ち　
づ　
く　
り　

市　
民　
が　
安　
心　
し　
て　
健　
康　
で　
生　
き　
が　

い　
を　
持　
っ　
て　
人　
生　
を　
過　
ご　
す　
た　
め　
に　

は　
、　
市　
民　
の　
温　
か　
い　
心　
が　
通　
い　
合　
う　

ま　
ち　
づ　
く　
り　
が　
大　
切　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
ず　
、　
健　
康　
づ　
く　
り　
の　
推　
進　
で　
あ　

り　
ま　
す　
。　
健　
康　
な　
生　
活　
を　
支　
え　
る　
総　

合　
健　
診　
事　
業　
に　
つ　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　
老　

人　
保　
健　
法　
に　
基　
づ　
き　
、　
四　
十　
歳　
以　
上　

を　
対　
象　
に　
実　
施　
し　
て　
き　
た　
と　
こ　
ろ　
で　

あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
明　
年　
度　
か　
ら　

対　
象　
年　

齢　
を　
三　
十　
歳　
ま　
で　
引　
き　
下　
げ　
、　
健　
康　

に　
対　
す　
る　
意　
識　
の　
高　
揚　
と　
生　
活　
習　
慣　

病　
の　
予　
防　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
乳　
幼　
児　
医　
療　
費　
助　
成　
に　
つ　
き　

ま　
し　
て　
は　
、　子　
育　
て　
支　
援　
対　
策　
と　
し　
て　
、　

明　
年　
度　
か　
ら　
、　
七　
百　
円　
の　
一　
部　
負　
担　
金　

を　
廃　
止　
す　
る　
一　
方　
、　
乳　
幼　
児　
の　
日　
本　
脳　

炎　
予　
防　
接　
種　
に　
つ　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　
安　
全　

性　
の　
確　
保　
と　
保　
護　
者　
の　
利　
便　
性　
向　
上　
の　

た　
め　
、　
集　
団　
接　
種　
か　
ら　
個　
別　
接　
種　
に　
切　

り　
替　
え　
、　
実　
施　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
高　
齢　
者　
・　
障　
害　
者　
福　
祉　
サ　
ー　

ビ　
ス　
の　
充　
実　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
二　
十　
一　
世　

紀　
は　
、　
高　
齢　
者　
や　
障　
害　
者　
が　
生　
き　
が　
い　

を　
持　
っ　
て　
暮　
ら　
す　
こ　
と　
の　
で　
き　
る　
社　
会　

を　
築　
く　
こ　
と　
が　
課　
題　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

高　
齢　
者　
支　
援　
の　
基　
盤　
整　
備　
と　
し　
て　
、　

来　
月　
オ　
ー　
プ　
ン　
す　
る　
穴　
山　
町　
の　
デ　
イ　
サ　

ー　
ビ　
ス　
セ　
ン　
タ　
ー　
を　
高　
齢　
者　
の　
ふ　
れ　
あ　

い　
と　
く　
つ　
ろ　
ぎ　
の　
場　
と　
し　
て　
、　
利　
用　
い　

た　
だ　
け　
る　
よ　
う　
、　
運　
営　
に　
万　
全　
を　
期　
し　

て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
介　
護　
関　
連　
特　
別　
対　
策　
事　
業　
と　

し　
て　
、　
低　
所　
得　
者　
に　
対　
す　
る　
従　
来　
の　
訪　

問　
介　
護　
サ　
ー　
ビ　
ス　
に　
、　
明　
年　
度　
は　
訪　
問　

入　
浴　
サ　
ー　
ビ　
ス　
を　
加　
え　
、　
利　
用　
者　
負　
担　

を　
軽　
減　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

さ　
ら　
に　
、　
障　
害　
児　
（　
者　
）　
を　
持　
つ　
家　

庭　
の　
社　
会　
参　
加　
が　
図　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
、　
ま　

た　
、　
家　
庭　
に　
閉　
じ　
こ　
も　
り　
が　
ち　
の　
障　
害　

児　
（　
者　
）　
に　
交　
流　
の　
機　
会　
を　
与　
え　
る　
意　

味　
を　
込　
め　
、　
レ　
ス　
パ　
イ　
ト　
事　
業　
を　
新　
た　

に　
行　
っ　
て　
ま　
い　
る　
考　
え　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
子　
育　
て　
支　
援　
体　
制　
の　
充　
実　
に　

つ　
い　
て　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
次　
代　
を　
担　
う　
児　

童　
の　
健　
や　
か　
な　
成　
長　
は　
、　
地　
域　
社　
会　
共　

通　
の　
願　
い　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
た　
め　
、　
市　
内　
三　
ヵ　
所　
目　
の　
児　
童　

セ　
ン　
タ　
ー　
を　
北　
西　
小　
学　
校　
区　
に　
建　
設　

し　
、　
児　
童　
の　
健　
全　
育　
成　
と　
情　
操　
教　
育　
の　

環　
境　
整　
備　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
核　
家　
族　
化　
や　
女　
性　
の　
社　
会　
参　

画　
等　
に　
応　
え　
る　
た　
め　
、　
韮　
崎　
東　
保　
育　
園　

の　
未　
満　
児　
室　
を　
増　
設　
す　
る　
と　
と　
も　
に　
、　

保　
育　
時　
間　
の　
延　
長　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　

す　
。　ま　

た　
、　
保　
護　
者　
の　
子　
育　
て　
な　
ど　
の　
相　

談　
や　
交　
流　
の　
場　
と　
し　
て　
、　
藤　
井　
保　
育　
園　

市　
長　
所　
信　
表　
明　

平成1 3年度当初予算の概要

内　
に　
、　
新　
た　
に　
地　
域　
子　
育　
て　
支　
援　
セ　

ン　
タ　
ー　
を　
設　
置　
し　
、　
子　
育　
て　
に　
対　
す　

る　
支　
援　
を　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　
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創造と活力を生む

生涯学習社会の構築
地区公民館運営事業 3 , 4 5 0万円

★生涯学習フェスタ事業 1 , 0 1 9万円

武田の里婦人大学支援事業 1 5 3万円

★ＩＴ講習推進事業 1 , 0 4 4万円

社会体育振興事業 9 5 8万円

サッカーフェスティバル補助事業　　　　　

3 0 6万円

★韮崎スポーツクラブ設立事業 1 , 3 0 2万円

★武田の里ウォーキング事業 6 7 2万円

学校開放事業 5 9 1万円

総合運動場管理事業 2 , 5 5 2万円

御勅使サッカー場管理事業 5 0 3万円

小学校管理運営事業 9 , 3 7 9万円

小学校図書館司書設置事業 1 , 4 0 6万円

小学校パソコン教室事業 8 8 1万円

小学校教育振興事業 2 , 2 9 1万円

北西小学校耐震補強・大規模改修事業　

1 , 5 3 6万円

★韮崎小学校改築事業 8 4 1万円

中学校管理運営事業 4 , 9 0 5万円

中学校教育振興事業 2 , 2 1 7万円

中学校図書館司書設置事業 5 9 7万円

中学校パソコン教室事業 1 , 3 1 4万円

韮崎東中学校改築事業 3億9 , 1 7 6万円

スクールカウンセラー活用調査研究事業

2 1 7万円

継承し創造する市民文化の醸成
文化ホール管理運営事業 1億5 , 8 5 2万円

史跡新府城跡発掘調査事業 2 , 0 0 0万円

文化財保存事業 1 , 5 5 2万円

★史跡白山城跡公有化事業 1億4 , 7 3 9万円

公共事業等発掘調査事業 2 , 6 1 5万円

★＝新規事業または新規計画を含む事業

※１万円未満切り捨て

当初予算構成

平成1 3年度当初予算の概要

豊かな人間性とふれあいを
育むまちづくり

豊　
か　
な　
人　
間　
性　
と　
ふ　
れ　
あ　
い　
を　

育　
む　
ま　
ち　
づ　
く　
り　

ま　
ず　
、　
生　
涯　
学　
習　
の　
推　
進　
に　
つ　
い　
て　

で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
物　
の　
豊　
か　
さ　
か　
ら　
心　
の　

豊　
か　
さ　
を　
、　
市　
民　
の　
熱　
い　
想　
い　
か　
ら　
全　

国　
に　
先　
駆　
け　
て　
宣　
言　
し　
た　
「　
生　
涯　
学　
習　

都　
市　
宣　
言　
」　
は　
、　
本　
年　
で　
二　
十　
年　
を　
迎　

え　
ま　
す　
。　
こ　
の　
た　
め　
、　
全　
国　
レ　
ベ　
ル　
の　

「　
生　
涯　
学　
習　
に　
ら　
さ　
き　
の　
集　
い　
」　
を　
記　
念　

事　
業　
と　
し　
て　
開　
催　
し　
、　
こ　
の　
ス　
テ　
ー　
ジ　

を　
市　
民　
の　
学　
習　
活　
動　
の　
新　
た　
な　
起　
点　
と　

し　
、　
さ　
ら　
に　
発　
展　
す　
る　
よ　
う　
支　
援　
し　
て　

ま　
い　
り　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
生　
涯　
学　
習　
の　
拠　

点　
で　
あ　
り　
ま　
す　
大　
草　
公　
民　
館　
建　
設　
に　
つ　

き　
ま　
し　
て　
は　
、　
国　
・　
県　
の　
多　
大　
な　
ご　
理　

解　
に　
よ　
り　
、　
地　
域　
材　
利　
用　
促　
進　
木　
造　
公　

共　
施　
設　
等　
整　
備　
促　
進　
事　
業　
国　
庫　
負　
担　
の　

前　
倒　
し　
事　
業　
と　
し　
て　
採　
択　
さ　
れ　
ま　
し　
た　

の　
で　
、　
今　
議　
会　
で　
ご　
議　
決　
い　
た　
だ　
き　
、　

平　
成　
十　
二　
年　
度　
予　
算　
の　
繰　
越　
明　
許　
費　
と　

し　
て　
、　
着　
手　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
Ｉ　
Ｔ　
革　
命　
の　
進　
展　
の　
中　
で　
、　

今　
や　
パ　
ソ　
コ　
ン　
へ　
の　
対　
応　
は　
、　
避　
け　
て　

通　
れ　
な　
い　
時　
代　
の　
趨　
勢　
と　
な　
っ　
て　
ま　
い　

り　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
た　
め　
、　
市　
民　
が　
イ　
ン　

タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
等　
パ　
ソ　
コ　
ン　
を　
扱　
う　
学　
習　

の　
場　
と　
し　
て　
、　
Ｉ　
Ｔ　
講　
習　
会　
を　
実　
施　
し　

て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
活　
動　
の　
充　
実　
に　
つ　

い　
て　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
近　
年　
、　
健　
康　
の　
増　

進　
や　
体　
力　
の　
向　
上　
を　
も　
た　
ら　
す　
生　
涯　
ス　

ポ　
ー　
ツ　
の　
気　
運　
が　
高　
ま　
り　
を　
見　
せ　
る　
中　
、　

誰　
も　
が　
い　
つ　
で　
も　
生　
涯　
を　
通　
じ　
て　
ス　
ポ　

ー　
ツ　
に　
親　
し　
む　
こ　
と　
の　
で　
き　
る　
環　
境　
を　

創　
る　
た　
め　
、　
国　
の　
モ　
デ　
ル　
事　
業　
と　
し　
て　
、　

県　
下　
に　
先　
駆　
け　
、　
市　
民　
主　
導　
で　
立　
ち　
上　

げ　
る　
「　
総　
合　
型　
地　
域　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
ク　
ラ　
ブ　
」　

の　
育　
成　
・　
定　
着　
に　
支　
援　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　

す　
。　
ま　
た　
、　
武　
田　
の　
里　
マ　
ラ　
ソ　
ン　
の　
代　

わ　
り　
に　
、　
武　
田　
に　
ま　
つ　
わ　
る　
三　
コ　
ー　
ス　

を　
設　
定　
し　
、　
参　
加　
者　
が　
武　
田　
の　
歴　
史　
や　

文　
化　
を　
学　
習　
で　
き　
る　
武　
田　
の　
里　
ウ　
ォ　
ー　

キ　
ン　
グ　
を　
実　
施　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
義　
務　
教　
育　
の　
充　
実　
で　
あ　
り　
ま　

す　
。　
小　
中　
学　
校　
教　
育　
は　
、　
児　
童　
生　
徒　
が　

自　
主　
性　
や　
創　
造　
性　
を　
培　
う　
こ　
と　
の　
で　
き　

る　
教　
育　
環　
境　
の　
整　
備　
が　
必　
要　
で　
あ　
り　
ま　

す　
。　
改　
築　
を　
進　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
し　
た　
韮　

崎　
東　
中　
学　
校　
は　
、　
本　
年　
一　
月　
か　
ら　
新　
校　

舎　
で　
の　
授　
業　
が　
ス　
タ　
ー　
ト　
い　
た　
し　
ま　
し　

た　
。　
明　
年　
度　
は　
、　
事　
業　
の　
最　
終　
年　
度　
と　

し　
て　
、　
体　
育　
館　
・　
プ　
ー　
ル　
等　
を　
早　
期　
に　

完　
成　
さ　
せ　
、　
活　
用　
で　
き　
る　
よ　
う　
努　
め　
て　

ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
地　
域　
文　
化　
の　
保　
存　
・　
継　
承　
に　

つ　
い　
て　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
本　
市　
に　
は　
、　
武　

田　
家　
等　
に　
ま　
つ　
わ　
る　
貴　
重　
な　
文　
化　
遺　
産　

が　
多　
く　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
文　
化　
財　
を　
よ　
り　
積　

極　
的　
に　
活　
用　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
た　
め　
、　
明　
年　
度　
は　
史　
跡　
新　
府　
城　

跡　
試　
掘　
を　
継　
続　
し　
て　
行　
い　
、　
新　
府　
城　
跡　

保　
存　
整　
備　
基　
本　
構　
想　
を　
策　
定　
し　
て　
ま　
い　

り　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
こ　
の　
ほ　
ど　
白　
山　
城　
跡　

が　
国　
の　
史　
跡　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
の　
で　
、　
先　

に　
解　
決　
し　
た　
砂　
利　
採　
取　
地　
の　
ほ　
か　
、　
今　

後　
、　
周　
辺　
の　
計　
画　
的　
な　
公　
有　
地　
化　
を　
行　

い　
、　
武　
田　
家　
に　
ま　
つ　
わ　
る　
貴　
重　
な　
城　
跡　

の　
保　
存　
に　
努　
め　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　
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市民参画のまちづくり
地区活動推進事業 2 , 4 1 0万円

★町名変更事業 5 0 2万円

男女共同参画社会づくり事業 2 8 7万円

放課後児童対策事業 3 4 3万円

★情報システム管理事業 9 , 2 5 7万円

★ＩＴ講習推進事業 1 , 0 4 4万円

ふれあいと交流のある地域社会を

めざして

地区活動推進事業(再掲） 2 , 4 1 0万円

国際交流事業 1 , 4 8 0万円

青少年対策事業 3 4 6万円

効果的な行財政運営

広聴広報事業 1 , 1 1 3万円

★文書管理事業 5 , 2 9 1万円

財務管理事業 2 5 6万円

★情報公開制度策定事業 1 8 1万円

★政策評価システム導入事業 9 0万円

行政改革推進事業 2 4万円

★戸籍住民基本台帳事務費 3 , 4 8 8万円

広域行政事業 1 , 8 8 0万円

★＝新規事業または新規計画を含む事業

※１万円未満切り捨て

平成13年度

平成1 3年度当初予算の概要

市民と行政が共働するまちづくり

市
民
と
行
政
が
共
働
す
る

ま
ち
づ
く
り

ま　
ず　
、　
高　
度　
情　
報　
化　
へ　
の　
対　
応　
に　
つ　

い　
て　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
国　
で　
は　
、　
電　
子　
政　

府　
の　
実　
現　
に　
向　
け　
、　
諸　
準　
備　
を　
進　
め　
て　

お　
り　
ま　
す　
。　本　
市　
と　
い　
た　
し　
ま　
し　
て　
も　
、　

情　
報　
公　
開　
や　
説　
明　
責　
任　
へ　
の　
対　
応　
、　
さ　

ら　
に　
は　
電　
子　
申　
請　
な　
ど　
行　
政　
サ　
ー　
ビ　
ス　

の　
電　
子　
化　
へ　
の　
対　
応　
に　
向　
け　
て　
、　
庁　
内　

Ｌ　
Ａ　
Ｎ　
を　
構　
築　
し　
、　
職　
員　
一　
人　
一　
台　
の　

機　
器　
整　
備　
を　
図　
っ　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
住　
民　
基　
本　
台　
帳　
法　
の　
改　
正　
に　

よ　
る　
、　
住　
民　
基　
本　
台　
帳　
全　
国　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　

ー　
ク　
シ　
ス　
テ　
ム　
構　
築　
事　
業　
に　
、　
明　
年　
度　

か　
ら　
着　
手　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
開　
か　
れ　
た　
行　
政　
の　
推　
進　
に　
つ　

い　
て　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
市　
民　
参　
画　
の　
開　
か　

れ　
た　
市　
政　
を　
進　
め　
る　
た　
め　
、　「　
市　
の　
情　

報　
は　
、　
全　
て　
市　
民　
と　
の　
共　
有　
財　
産　
で　
あ　

る　
」　
と　
の　
認　
識　
の　
も　
と　
、　
公　
文　
書　
公　
開　

制　
度　
を　
確　
立　
い　
た　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

そ　
の　
た　
め　
、　
今　
議　
会　
に　
韮　
崎　
市　
情　
報　

公　
開　
条　
例　
（　
案　
）　
を　
提　
案　
し　
、　
ご　
審　
議　

願　
う　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
最　
小　
の　
経　
費　
で　
最　
大　
の　
効　
果　

を　
挙　
げ　
る　
と　
い　
う　
行　
政　
運　
営　
の　
原　
点　
に　

立　
ち　
、　
市　
の　
事　
業　
を　
そ　
の　
効　
果　
や　
目　
的　

達　
成　
度　
に　
よ　
り　
評　
価　
し　
、　
市　
民　
に　
対　
す　

る　
説　
明　
責　
任　
を　
果　
た　
す　
た　
め　
、　明　
年　
度　
、　

行　
政　
評　
価　
シ　
ス　
テ　
ム　
の　
導　
入　
に　
向　
け　
着　

手　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
行　
財　
政　
運　
営　
の　
充　
実　
に　
つ　
い　

て　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
国　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
情　

報　
通　
信　
技　
術　
の　
進　
展　
や　
経　
済　
の　
グ　
ロ　
ー　

バ　
ル　
化　
、　資　
源　
循　
環　
型　
社　
会　
へ　
の　
転　
換　
、　

福
祉
･

教
育
改
革
な
ど
社
会
経
済
情
勢

が　
変　
化　
す　
る　
中　
で　
、　
中　
央　
省　
庁　
の　
再　
編　

や　
地　
方　
分　
権　
が　
着　
実　
に　
推　
進　
さ　
れ　
、　
地　

方　
自　
治　
体　
は　
自　
ら　
の　
責　
任　
に　
お　
い　
て　
、　

様　
々　
な　
変　
化　
に　
柔　
軟　
か　
つ　
弾　
力　
的　
に　
対　

応　
し　
、　
住　
民　
福　
祉　
の　
向　
上　
と　
個　
性　
的　
で　

活　
力　
あ　
る　
地　
域　
社　
会　
の　
構　
築　
が　
求　
め　
ら　

れ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

私　
は　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
実　
現　
に　
向　
け　
、　
簡　

素　
で　
効　
率　
的　
・　
効　
果　
的　
な　
行　
財　
政　
運　
営　

に　
徹　
し　
た　
行　
政　
改　
革　
を　
推　
進　
し　
て　
ま　
い　

る　
考　
え　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

以　
上　
、　
明　
年　
度　
の　
施　
策　
の　
展　
開　
方　
策　

を　
申　
し　
上　
げ　
た　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

厳　
し　
い　
財　
政　
環　
境　
下　
で　
は　
あ　
り　
ま　
す　

が　
、　二　
十　
一　
世　
紀　
初　
頭　
の　
年　
に　
あ　
た　
り　
、　

希　
望　
あ　
ふ　
れ　
る　
市　
政　
を　
展　
開　
す　
べ　
く　
、　

渾　
身　
の　
努　
力　
を　
傾　
注　
し　
て　
ま　
い　
る　
所　
存　

で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

市　
長　
所　
信　
表　
明　
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飼
い
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
生
後
３
ヵ
月
以
上
の
犬
は
一
生
に
１
度
の
登

録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
各
町
に

出
向
き
ま
す
の
で
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
下
さ

い
。

◎
会
場
で
の
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。

毎
年
１
回
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
て
く
だ
さ
い
！

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
生
活
課
環
境
室
環
境
保
全
係

４月１日より行政窓口が下記のとおり変ります。

社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、
社
会
全
体
の
構
造
改
革

が
求
め
ら
れ
る
中
、
中
央
省
庁
の
再
編
成
や
県
の
組
織
改
革
を

視
野
に
入
れ
、
韮
崎
市
で
も
よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
市
民
の
皆
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
目
的
別
組
織
へ
の

再
編
成
を
図
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
機

構
と
し
ま
し
た
。

韮
崎
市
で
は
、
現
在
の
23
課
57
係
を
12
課
（
事
務
局
）
19
室
63
係
と
し
、

新
た
な
行
政
需
要
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
新
た
な
10
係
を
新
設
し
、

２
室
４
係
を
廃
止
し
ま
し
た
。

新
設
し
た
係
は
、（
市
長
室
）
政
策
推
進
係
・
（
総
務
室
）
文
書
法
制

係
・
（
環
境
室
）
廃
棄
物
対
策
係
・
（
都
市
計
画
室
）
公
園
管
理
係
・

（
生
涯
学
習
推
進
室
）
青
少
年
女
性
係
・
学
術
文
化
財
係
・
（
農
林
室
）

圃
場
整
備
係
・
（
商
工
観
光
室
）
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
管
理
係
・

（
建
設
室
）
用
地
管
理
係
・
（
病
院
）
給
食
係
で
す
。

ま
た
、
下
水
道
室
は
別
館
上
下
水
道
課
内
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
は
市
営

体
育
館
内
・
保
健
予
防
係
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推
進
室
に
異
動
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



専
門
的
な
栄
養
指
導
を
必
要
と
さ
れ

る
方
な
ど
に
、
専
門
の
栄
養
士
が
食
生

活
の
指
導
を
行
い
、
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

介
護
食
・
離
乳
食
・
ア
レ
ル
ギ
ー

食
・
過
食
症
・
肥
満
・
糖
尿
病
・
高
脂

血
症
・
高
血
圧
・
肝
臓
病
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
の

４
月
16
日
か
ら
受
付
開
始

30
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
指
定
医
療
機

関
で
、
個
別
に
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

自
分
の
健
康
状
況
を
知
る
た
め
に
、
結

果
が
『
異
常
な
し
』
で
も
年
に
一
度
は

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
対

象

者
　

30
歳
以
上
の
方
で
、
家
庭
の
主
婦
な

ど
勤
務
先
等
で
、
健
康
診
断
を
受
け

る
機
会
の
無
い
方

○
受
付
期
間

４　
月　
16
日　
か　
ら　
12
月　
21
日　
ま　
で　
（　
受　

診　
期　
間　
は　
受　
付　
日　
か　
ら　
一　
か　
月　
以　
内　
）　

○
料
　
　
金

子
宮
が
ん
検
診
（
一　
、　七
〇
〇
円
）

乳
が
ん
検
診
　
（
七
〇
〇
円
）

※
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
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穴山デイサービスセンターがオープン

在
宅
介
護
者
の
生
活
支
援
施
設
と
し
て
昨
年
９
月

か
ら
建
設
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
「
穴
山
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
４
月
11
日
よ
り
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
延
べ
床
面
積
五
八
二．

七
二
㎡
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
平
屋
建
で
、
休
養
室
、
食
堂
、
特
別
浴
室
、
一
般
浴
室
、

日
常
動
作
訓
練
室
等
を
設
け
、
在
宅
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
対
し

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
自
立
生
活
の
助
長
・
人
身
機
能
の
維

持
等
や
介
護
者
の
精
神
的
・
身
体
的
な
負
担
の
軽
減
が
で
き
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
大
草
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
同
様
ご

活
用
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

穴
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は
、
広
く
市
民
の
皆
様
よ

り
応
募
い
た
だ
い
た
29
点
の
中
か
ら
竜
岡
町
の
水
川
早
紀
子
さ
ん
の

「
な
ご
み
の
郷
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
）

●
お
問
い
合
わ
せ

穴
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
穴
山
町
４
４
１
１
番
地

（
1
２
５
│
６
０
６
８
）

愛
称
は
「
な
ご
み
の
郷
」

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

○
相
談
日
　

４　
月　
24
日　
・　
５　
月　
24
日　
・　
６　
月　
26
日　
・　

７　
月　
24
日　
・　
８　
月　
28
日　
・　
９　
月　
18
日　

○
時
　
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

○
場
　
所
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
本
町
三
丁
目
６
番
３
号
）

乳
幼
児
を
対
象
と
す
る
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
、
接
種
時
の

予
診
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
13
年

度
か
ら
個
々
に
、
指
定
医
療
機
関
で
接

種
す
る
個
別
接
種
に
な
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
の
個
別
接
種
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
・
三
種

混
合
予
防
接
種
と
同
様
に
市
の
指
定
医

療
機
関
の
中
で
希
望
す
る
と
こ
ろ
に
、

必
ず
事
前
に
申
込
連
絡
を
行
っ
て
か
ら

受
け
に
行
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
時
期
で
す
が
発
生
予
防

の
観
点
か
ら
４
月
か
ら
５
月
末
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
他
の
予
防
接
種

●
予
約
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
室
　
保
健
予
防
係

（
1
２
３
―
４
３
１
０
）

韮
崎
市
で
は
、
四
月
よ
り
「
心
身
障

害
児
（
者
）
一
時
養
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

費
助
成
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
障
害
児
（
者
）
を
お

持
ち
の
家
族
が
、
病
気
や
地
域
活
動
な

ど
で
一
時
的
・
緊
急
時
に
障
害
児
（
者
）

の
介
護
に
お
困
り
な
時
、
施
設
に
預
け

る
際
の
利
用
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
で
す
。

助
成
額
は
、
一
時
間
一　，　
一
〇
〇
円
以

内
と
し
、
一
日
の
制
限
時
間
は
八
時
間

以
内
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
保
健
課
福
祉
室
障
害
福
祉
保
護
係

婦
人
科
検
診

（
子
宮
・
乳
が
ん
）

日
本
脳
炎　（
乳
幼
児
）　の
予
防
注
射
が

個

別

接

種

に

糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
予
防
は

日
頃
の
食
事
か
ら

栄

養

相

談

開

設

心
身
障
害
児
（
者
）
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

と
の
接
種
間
隔
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
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地域子育て支援センターをオープン
市では、地域の子育て家庭に対する育児支援のため、４

月より藤井保育園内に地域子育て支援センターをオープン
しますので多数の方々のご来園をお待ちしています。

親子で遊びに来ていただき、一緒に遊んだり、おしゃべ
りをしたり、親子ともリフレッシュしていただく子育ての
オアシスです。
対 象 者 赤ちゃんから小学校入学前までの子どもを育て

ているお母さん・お父さん及びその子ども
場　　所 韮崎市立藤井保育園（藤井町坂井１１９）内に開設

（施設改修までの間は事務室及び遊戯室を利用します。）

事業内容
（１）地域の子育て家庭の持つ育児不安等についての相談指

導を行いながら子育てを応援します。
（２）子育てサークルや子育てボランティアの育成や活動を

支援します。
（３）地域の保育園との連携をもとに特別保育事業を推進し

ます。

（４）子育て支援のための情報提供を行います。

子育て支援事業の一環として「一時保育事業」を実施し
ていますのでご案内します。
①保護者の就労形態等により、家庭における育児が断続的

に困難な場合
②保護者の傷病･入院等により、緊急・一時的に保育を必要

とする場合
③保護者の私的な理由やその他の事由により、一時的に保

育を必要とする場合
対象児童 保育園や幼稚園に在園していない就学前の児童

（生後８ヶ月以上の乳幼児を含む）とし、韮崎市
民及び保護者が市内に勤務している児童。

実施保育園 市立穴山保育園（穴山町4462－2）
保育時間及び休日
①保育時間　午前８時３０分から午後４時３０分まで（月～金曜日）

午前８時３０分から正午まで（土曜日）
②休　　日　日曜日・祝祭日・年末年始
利用料金
①生活保護法による被保護世帯に属する児童　無料
②上記以外の　４歳以上児　日額1,000円

３歳児　　　日額1,100円
３歳未満児　日額1,700円

申込・問い合わせ
穴山保育園 電話　25-5116（ファクス兼用）
福祉保健課福祉室児童福祉係

乳幼児医療費保護者負担金（１人１ヶ月7 0 0円）が平成1 3

年４月１日以降の診療分から廃止され、無料になります。

◎対　象 5歳の誕生月まで

─入院・通院に係る本人負担分を助成します就学

前（3月31日）まで

─入院に係る本人負担分を助成します

○韮崎市国民健康保険の加入者が、市内医療機関で受診し

た場合、本人負担分は無料です。市外医療機関で受診し

た場合、一旦本人負担分を支払い、その領収書を添付す

るか、又は請求書に証明をもらうかして請求すると、本

人負担分が後日払い戻されます。

○韮崎市国民健康保険に加入していない方の場合、一旦本

人負担分を支払い、上記と同様に請求すると、本人負担

分が後日払い戻されます。

○請求書は外来・入院・薬局・歯科ごとに、各月ごとにま

とめて請求してください。

●問い合わせ　市民生活課市民室国保医療係

お気軽にご利用ください

峡北地方勤労青年センター
この施設は峡北広域市町村圏内で働く青少年が、余暇や

休日を利用し、スポーツやレクリエーションで楽しく過ご

し、豊かな教養や友情の輪を広げていただく広場です。

体育施設

ウッドジム＝バレーボール・バドミントン等使用可能

多目的グランド＝サッカー・野球等使用可能

テニスコート＝コート 2 面

研修施設

集会室・講習室・料理実習室・娯楽談話室・音楽室

教養講座・スポーツ教室開講（5月より）
申込は 4 月2 0日までに峡北地方勤労青年センターへ。

募集人員

2 5名

2 5名

2 5名

2 5名

2 5名

講座開催日時

毎月第1木曜日
P M 7 : 0 0～9 : 0 0

毎月第2水曜日
P M 7 : 0 0～9 : 0 0

毎月第2水曜日
P M 7 : 0 0～9 : 0 0

毎月第2 ･ 4火曜日
P M 7 : 0 0～9 : 0 0

毎月第1 ･ 3日曜日
A M 9 : 0 0～1 2 : 0 0

講　座　名

料理教室(総菜科)

茶道・煎茶道教室

フラワーアレンジメント
及 び 華 道 教 室

バドミントン教室

硬 式 テ ニ ス 教 室

備　考

教材費実費

教材費実費

教材費実費

ラケット他

ラケット他

★教室開催時期： 5 月から 3 月まで、テニス教室につい

ては1 1月まで

★ 1 回につきセンター使用料1 0 0円を自己負担

●申込・問い合わせ

穂坂町宮久保5 1 3 6

峡北地方勤労青年センター　12 2 - 8 2 7 4

子育て相談室
面談　

毎週月曜日から
金曜日までの午
前９時から正午
まで

電話相談
毎週月曜日から
金曜日までの
午前９時から
午後５時まで

保育園の開放
園庭・遊戯室・保
育室の開放

６月から実施
毎週水曜日
午前１０時から
正午まで

研修・学習・行事
親子カウンセリン
グ教室・子育て講
座・親子ふれあい
遊び等各種行事は
追ってお知らせし
ます。

開館日時

職　　　　員 子育て支援センターの専任職員が対応します。
休　　　　日 土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始
料　　　　金 無料
お問い合わせ

藤 井 保 育 園 電話　２２-６０８７（ファクス兼用）
福祉保健課福祉室児童福祉係
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●北東児童センター

◆手あそびうたあそびを楽しもう

4月20日（金） 午前10：30～11：30

◆作ってあそぼう・こいのぼり作り

4月24日（火） 午前10：30～11：30

◆子どもの日フェスティバル

5月 5日（土） 午前 9：30～11：30

ポップコーン・ゲーム・ビデオ・パソコン

などを楽しみながら、子どもの日を祝う。

対象：幼児とその保護者と小学生・中学生

●甘利児童センター

◆手あそびうたあそびを楽しもう

4月17日（火） 午前10：30～11：30

◆作ってあそぼう・こいのぼり作り

4月27日（金） 午前10：30～11：30

◆子どもの日フェスティバル

5月 5日（土）

ポップコーン・ゲーム・ビデオ・パソコン

などを楽しみながら、子どもの日を祝う。

対象：幼児とその保護者と小学生・中学生

対象者は、明記がない限り０～６歳の幼児とその保護者
北東児童センター　123-5550
甘利児童センター　123-1535

図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1 2 1 4号より

◆「過ぎて行く歌」 斎藤　史著

明治に生を享け、2 1世紀の今なお詠み続ける歌人・斎

藤史が、新聞連載した幻の長編小説。半世紀の時を超え、

初の単行本化。表題作のほか「太鼓」を収録。俵万智、

水原紫苑のエッセイも収録する。

◆「九郎判官」 領家　高子著

西行が晩年決死の勧進行に出たのは何故か。懐妊して

いた静御前は張輿に揺られ鎌倉への道中何を考えていた

のか。義経をめぐる清冽な人想いの雅歌。

「吉野の弁慶」をはじめとする歴史連作。

◆ 「陽気なイエスタデイ」 阿刀田　高著

オクラから、トリノの聖骸布の謎まで…。作家の好奇

心は尽きず、そこには新しい発見がある。日々の出来事

をちょっと変わった視点から見つめ、紡ぎ出したエッセ

イ集。

◆「ミミズが鳴くってほんとう？」 谷本　雄治著

「ミミズって鳴くの？」 男の子の質問が始まりだっ

た。まず自分の情報箱を調べる。インターネット、図書

館で調べる。研究者を取材する。飼育してみる。そして、

ついに…。調べるプロセスが分かる本。

◆「てじなのかんげいかい」 宮川　ひろ作

お父さんの転勤で離れ離れになった、ゆうことみけね

このミミ。さびしそうなゆうこのために、先生がいいこ

とを教えてくれました。少女の優しさや思いやりが伝わ

る物語です。

寄贈郷土資料

・ 「中央線」57号　　中央線社

・ 「山梨県史　資料編3」 山梨県教育委員会

・ 「山梨県立文学館　資料と研究　第6輯」

山梨県立文学館

・ 「富士吉田市史　通史編1」 富士吉田市教育委員会

・ 「復刻版　甲斐古蹟考　全」 飛鳥出版

・ 「歴史研究」478号　　山梨歴史研究会　　　　他

特別休館のお知らせ

4月9日（月）～1 6日（月）まで、館内整理のため、特別

休館させていただきます。

今月のお話し会 ４月２８日（土） 午後2：00～

＝今月のお休み＝

２・９～１６・２３・２７・２９・３０日

●問い合わせ 市立図書館（市民会館内）（122-1121）

ガールスカウトとリーダー募集

平成１４年より週5日制が実施されます。

土曜日をガールスカウトでいろいろな体験をしてみ

ませんか。（社）ガールスカウト日本連盟山梨第９団

では、社会に役立つ魅力ある助成を育てるため「自己

開発」「人との交わり」「自然と共に」をテーマとして、

一日一善をスローガンに活動しています。

“あなたもガールスカウトに入団しませんか！”

☆リーダー資格　

ガールスカウト運動に関心を持ち、リーダーと

してスカウトの指導にたずさわることを希望す

る満1 7歳以上の女性であればどなたでもなれま

す。

☆スカウトの対象

ブラウニ部門　（小学１年生～３年生）

ジュニア部門　（小学４年生～６年生）

☆活動場所　

韮崎市民会館で毎月３回（土曜日）に活動して

います。興味のある方は是非見学してください。

☆費　　用 年間　16,000円　程度

●申込・問い合わせ

（社）ガールスカウト日本連盟山梨第９団

団委員長　山　寺　敏　子

1 0551-22-1155
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元気いっぱい
笑顔もいっぱい！！

星音（しおん）さん
（平成12年3月20日生）

竜岡町若尾新田492

佐竹弘行・千賀子さん長女

やさしい
おんなの子に

育ってね！！

未歩（みほ）さん
（平成11年2月17日生）

穂坂町柳平863-1

八巻和博・貴子さん長女

女性団体連絡協議会研修会

海外研修報告会開催
韮崎市女性団体連絡協議会

では２月１３日市役所大会議
室において、昨年9月2 7日から
1 0月6日にフランス・ノルウェ
ー・スウェーデン等を訪問し、
女性団体との交流や、各種施
設や法制度の研修を通して、
国際視野を高められた山梨県
女性団体連絡協議会会長　飯
窪さかえさんと、韮崎市女性

プラン推進委員会副委員長
土屋ユキ子さんのお二人の
研修報告会を行い、今後の
男女共同参画社会の実現に
向け、外国での女性の地位
について見聞きしたことを
発表し、会場に集まった女
性と意見交流を行いまし
た。

韮崎市女性プラン推進委員会が

市長に提言しました
韮崎市女性プラン推進委員会では

２月2 8日市長室において委員会が日々
討議を重ねプラン推進を図る中で次の
とおり小野市長に提言しました。
１.女性政策の拡充強化

①男女共同参画基本条例の制度化
の取組み

②男女共同参画社会づくり担当係
の設置

２.少子・高齢化対策の行政的具現化
①子育て支援策の充実
②高齢者が安心して暮らせる条件

の整備（老人福祉施設の充実）
３.行政と公民館・区長会等の連携に

より地域での推進体制の強化
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スポーツ安全保険はスポーツ活動・文化活動・ボランティア活

動等に最適な保険です。申し込みを受付けていますので、 5

人以上のグループでご加入ください。

＊対象となる事故：グループ活動中の事故・往復途中の事故

◆保険期間 平成1 3年 4 月 1 日～翌年 3 月3 1日まで

◆加入用紙の請求・お問い合わせ　
スポーツ安全協会山梨県支部（県体育協会内） 10 5 5 - 2 5 3 - 1 9 0 6

スポーツ安全保険に加入しましょう！

みんなで応援しよう！
ホームゲーム日程（会場）小瀬スポーツ公園

※23節以降は予定です。

節 試合日　
６ ４月１４日（土）
９ ５月 ３日（祝）
11 ５月１２日（土）
13 ５月２３日（水）
15 ６月１６日（土）
16 ６月２３日（土）
18 ７月 ７日（土）
20 ７月１４日（土）
22 ７月２５日（水）
23 ７月２８日（土）
26 ８月１４日（火）
27 ８月１８日（土）
29 ９月 １日（土）
32 ９月１５日（祝）
34 ９月２２日（土）
35 ９月２８日（金）
38 １０月１７日（水）
40 １０月２９日（月）
42 １１月 ６日（火）
44 １１月１８日（日）

キックオフ
１３：００
１３：００
１３：００
１９：００
１４：００
１９：００
１９：００
１９：００
１９：００
１７：３０
１９：００
１９：００
１９：００
１９：００
１９：００
１９：００
１９：００
１９：００
１９：００
１３：００

対戦カード
水戸ホーリーホック
サガン鳥栖
アルビレックス新潟
ベガルタ仙台
横浜ＦＣ
京都パープルサンガ
モンテディオ山形
川崎フロンターレ
大宮アルディージャ
アルビレックス新潟
サガン鳥栖
水戸ホーリーホック
大分トリニータ
湘南ベルマーレ
モンテディオ山形
横浜ＦＣ
京都パープルサンガ
川崎フロンターレ
ベガルタ仙台
大宮アルディージャ

頑張れ！！ 第１回武田の里ウオーキング

＝ お 願 い ＝
韮崎市では、４月１５日に新府城跡周辺に

て、春のイベントとして「武田の里ウオーキ

ング」をはじめ、「桃の花見会」春祭りの

「おしんぷさん」等を開催いたします。当日

は、自動車の混雑が予想されます。車道への

路肩駐車はウオーキングの支障にもなり、交

通事故のもとにもなりかねませんので、ウオ

ーキング及びイベントに参加される方は

韮崎中央公園駐車場
をご利用ください。

また、願成寺周辺のウオーキングには直接

現地集合でも参加可能です。ふるってご参加

ください。



郵 便 局 か ら お 知 ら せ

春は引っ越しシーズンです
お引っ越しの際は、最寄りの郵便局に「転居届」

をお出しください。届出から１年間新しい住所へ

転送します。
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年 金 か ら の お 知 ら せ
保険料前納プレゼント実施中！

平成１３年度分の保険料を前納し、応募された方の中

から抽選で次のプレゼントが当たります。

◎国民年金保養センター「かすがい」ペア宿泊券(５名)

◎ 山梨県国民年金基金クオカード　（１００名）

◎ 図書券　（１００名）

前納される方は，４月２７日（金）までに納めてください。

応募方法　官製はがきに住所・氏名・生年月日・基礎

年金番号を記入してご応募ください。

送 り 先　〒400－8531 甲府市丸の内一丁目17－10

東武穴水ビル８Ｆ

山梨社会保険事務局内｢前納プレゼント｣係

応募期限 平成13年5月11日(金) ［当日消印有効］

発　　表 「ねんきん山梨」7月号

前納は、割引きもあり納め忘れもなく便利でお得です。

定額保険料

期別では、159,600円（13,300円×12月）

前納では、156,770円　差額　2,830円 お得です。

★保険料の納付には、便利な口座振替をご利用(申し込

み)ください。

★保険料免除制度、学生の納付特例制度もありますので

ご相談ください。

●問い合わせ　市民生活課市民室国民年金係

大卒程度の学力を有する人を対象とした、陸海空自衛

隊の幹部自衛官（飛行「パイロット」、技術および一般

要員）を養成するコースです。

採用者は、幹部候補生学校で約1年間の教育を受け、

部隊配属後は逐次昇進し、将来の高級幹部として自衛隊

の指揮官、幕僚、学校教官、新装備の研究開発など、重

要なポストにつくことができます。

募集種目

応募資格

受付期間

試験期日

入　　隊

◆一般幹部候補生

・一般要員（陸上・海上・航空自衛隊）

・飛行要員（海上・航空自衛隊）

◆技術幹部候補生（海上自衛隊）

●応募資格

・大学卒業程度の学力を有する2 0歳以上2 6

歳未満の者

[22歳未満の者は大卒者（見込みを含む）］

・大学院修士課程修了者（見込み）は2 8歳

未満の者

［海上技術幹部候補生は理学または工学

課修了者に限る］

◆医科・歯科・薬剤科幹部候補生

●応募資格

・医科・歯科：専門の大学卒（見込み）で

20歳以上30歳未満の者

・薬剤科：専門の大学卒（見込み）で2 0歳

以上26歳未満の者

［薬学修士取得者は28歳未満］

平成１３年４月９日（月）～５月１１日（金）

◆１次：５月２６日（土）・２７日（日）

［２７日は飛行要員のみ］

◆２次：６月２６日（火）～２８日（木）

◆３次：７月２８日（土）～８月９日（木）

［航空飛行要員のみ］

平成１４年３月下旬～４月上旬

詳細は、山梨地方連絡部募集課（10 5 5 - 2 5 3 - 1 5 9 1）まで
お問い合わせください。

市内に住宅を新築した方が借入れした
資金に対し、一部を助成します。

受給資格

・住宅の未所有者が専用住宅（併用住宅にあっては、

居住部分が２分の１を超えるものに限る。）を新築

（建売住宅の取得を含む）し、自ら居住する場合。

・住宅の未所有者が二世帯住宅を新築（２以上の炊事

場と便所、４以上の居住室及び浴室があること、建

売住宅の取得を含む）し、二世帯が居住する場合。

・住宅の所有者であって、改築もしくは改修をし、二

世帯が居住する場合。

・住宅の完成（取得）後１年を経過した場合は、受給

資格を失う。

支援金額
専用住宅を新築した方に対しては、その方が借入し

た資金のうち 5 0 0万円を、二世帯住宅を新築した方に対

しては1 , 0 0 0万円を限度とし、年１％の割合で計算した

額を３年間に限り支援する。

※持家住宅普及促進支援金制度は、平成1 4年３月3 1日

で効力を失います。

●申込み・問い合わせ

建設課建設室庶務係

持家住宅普及促進支援制度

TV電話相談のお知らせ
山梨県県民相談センターでは、県内各地域を対象に

TV電話相談を開設いたします。

さまざまな相談に応じますので、ご利用下さい。

日　　時 4月18日（水） 10：00～15：00

会　　場 北巨摩合同庁舎

相談内容 行政相談・法律相談・交通事故相談

結婚相談・労働相談・土地住宅相談　など

●問い合わせ　山梨県県民相談センター

1055-223-1366

引 っ 越 し の 際 は 転 居 届 け を ！

韮崎市ホームページアドレス　http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp/

暮

ら

し

の

情

報
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項　目 実　施　日 実施時間 会　場 相　談　内　容

心 配 ご と

相 談
毎 週 月 曜 日

AM10‥00～

PM 3 ‥00
市 役 所

生活・身の上等の日常生活の悩み

に関する相談

子 ど も の

相 談
毎 週 木 曜 日

AM10‥00～

PM 3 ‥00
市 民 会 館

子どもの教育など子育てに関する

悩みの相談

結 婚 相 談 毎週日・水・金曜日
AM 9 ‥00～

PM 4 ‥00

結 婚 相 談 所

（市民会館３階）

各 地 区 相 談 所

結婚相手の紹介や相談に応じ、幸

せな家庭が築けるよう協力します

無 料 法 律

相 談

4月26日（木）

要予約 1 3 1 4

PM  1‥00～

PM 4 ‥00
市 役 所

法律的な相談であればどんな内容

でも可（実施日２日前までに予約を）

行 政 相 談 毎月第2・4月曜日
PM 1 ‥00～

PM 3 ‥00
市 役 所

国や県、市の行政などについての

相談

いじめなど

の教育相談
毎週月・火・水曜日

AM 9 ‥30～

PM 4 ‥00
市 民 会 館

いじめ問題に関する学校教育カウ

ンセリング

母 親 学 級

PM１：00

健　診 対　象 健診日 受付時間 会　場

受付時間 会　場

機 能 訓 練 教 室

予防接種

相　談
母子健康手帳交付
一 般 健 康 相 談

PM１：30
～ ４：00

AM９：30

～

PM４：00

保健福祉

センター

（市立病院北）

PM 1：30

保健福祉

センター

（市立病院北）

実　　施　　日
9日（月） 初産婦：母乳について

9･11･13･16･18･20･23･25･27

5月2・7日

保健福祉

センター

（市立病院北）

育 児 相 談
離 乳 食 教 室 16日（月） 対象：H12年11月生

毎週月・金曜日

23日（月）

4 カ 月 児

7 カ 月 児

1 1 カ 月 児

1 歳 6 カ 月 児

3 歳 児

2 歳 児 歯 科 健 診

H12年 12月生

H12年 9月生

H12年 5月生

H11年 9月生

H10年 3月生

H11年 3月生

17日（火）

18日（水）

19日（木）

10日（火）

12日（木）

11日（水） 実　施　日 受付時間 会　場教　室

時　間 会　場接種日対　象

栄 養 相 談 24日（火）※要予約（23-4310）
AM９：30

～
PM 3 ：30

ポ リ オ
H11年12月生

～H13年1月生

19日（木）

26日（木）

PM１：30
～

PM２：30

市営総合運

動場体育館

暮

ら

し

の

情

報

４月の健康カレンダー
※持ち物（健　　診）母子健康手帳・バスタオル・保険証・印鑑

（教　　室）各種健康手帳・筆記用具・教室に応じて体操のできる服装
（相　　談）各種健康手帳
（予防接種）母子健康手帳・問診票

そうだん
● ３月の医療費 ●

市が3月に病院などに支払った医
療費をお知らせします。

国民健康保険 86,532,693円
（前月比 4.11％減）

＊ 1 人当り　 11,027円
老人保健 225,029,580円

（前月比　7.90％減）
＊1 人当り　 49,829円

健康に気をつければみんなの負
担（保険税）が軽くなります。医
療費の節約に、ご協力ください。

Q：子どもが４月に学校へ入学します。耳アカが取れず困っています。どうしたらいいでしょうか。

（32歳女性）

A：４月に入り新学期を迎え、学校では身体検査の季節となります。耳鼻科検診も行われ意外に多いものに「耳垢

栓塞」があります。いわゆる「耳アカ」です。耳アカは外耳道に存在する耳垢腺の分泌物、離脱上皮やホコリが

一緒に固まってでき、外耳道を閉塞します。本人は気づかないことが多く、洗髪、水泳などで耳垢がふやけるト

外耳道をふさぎ、急に難聴、耳鳴り、耳閉塞感、ときにはめまいなどがおこります。

普通の人でも、耳垢は１週間もすると少しずつたまります。幼児期より、耳そうじの躾をしてください。昔、

母親のひざの上でとってもらいましたね。これも、親子のコミュニケーションの一つです。まず、綿棒をオキシ

フル又はお湯でぬらし、外耳道の入口より1～2㎝のところまで、丁寧に外方へ掃き出す

様に拭きます。慣れると気持ちよいところです。いきなり深くして痛めては幼児は二度

とやらせてくれません。取れない場合もあります。この時は薬剤を用い、柔らかくして

から外耳道及び鼓膜を傷めない様にして上手にとります。うまく行かない時には専門医

に相談ください。

市立病院・耳鼻咽喉科　医 長　 有 泉 道 行

健 康 Q＆A「耳垢栓塞」



介護保険定例相談会 AM9：30̃PM4：00

(保健福祉センター）

狂犬病予防注射

（韮崎・藤井・中田・穴山地区）

国民の休日

憲法記念日
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5
木

旭町北割

6
金

旭町中割・南割

7
土

8
日

9
月

大草町全区

10
火

祖母石・一ツ谷・水神町・
1 ～ 3 丁目・西町・天神町

11
水

4 ・ 5 丁目・若宮町・旭町・日の出
町・富士見ヶ丘・中島町・高河原

12
木

富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・
上ノ山

13
金

東ヶ丘病院

14

土

15
日

16
月

穂坂町日之城・三之蔵・上の
原・権現沢

17
火

穂坂町上今井・原・長久保

18
水

静心療

19
木

老壮大学
20
金

穂坂町三ツ沢上、下・飯米場

21

土

22
日

23
月

穂坂町柳平・宮久保
・鳥の小池

24

火

藤井町上野・坂井・北下条
・南下条

25
水

竜岡町全区

26
木

藤井町駒井・鳥居・絵見堂
・蔵の前・相垈・道下

27
金

中田町全区

28
土

29
日

みどりの日

30
月

振替休日

5 /1
火

穴山町全区

2
水

円野町全区

3

木

4
金

国民の休日

＝老人福祉センターバス＝

こぶし号

4 月の巡回日程
変更のある場合には、各地区の代表

者を通じて連絡します。

4月のカレンダー
市民憲章（昭和4 4年1 0月制定）

1 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1 勤労を尊び、豊かなまちをつくりましょう。

1 教養を高め、文化のまちをつくりましょう。

市の花　つつじ
（昭和4 3年1 0月制定）

市の木　こぶし

市の鳥　チョウゲンボウ
（平成元年 4 月制定）

こ　
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5

木
小学校入学式

21

土

6

金

22

日

7

土

信玄公祭り甲州軍団出陣・パレード

AM11 :15～　武田八幡宮（戦勝祈願）

PM 1 : 00～ 市役所～山交韮崎営業所　

23

月

8

日

市消防団辞令交付式

AM 9:00̃ 韮崎西中学校

24

火
献血　AM10:00̃PM3:30 市役所前

9

月

25

水
国民年金保険料第1期（4月分）納付指定日

10

火

26

木

小児科教室「発疹のでる感染症」

PM3:00̃4:00 市立病院６階

11

水

27

金

12

木

28

土

13

金

29

日

みどりの日

第2 1回武田の里にらさきサッカーフェスティバル

中学の部：韮崎中央公園他　～30日

14

土

第１回武田の里ウォーク（～15日）

諏訪湖よりナイトウォーク55㎞

（15日）武田の里史跡巡りウォーク他

30

月

振替休日

15

日

第７回新府桃の花見会（新府共選場）

第20回深田祭A M 9 : 3 0～茅ヶ岳・深田記念公園

春の武田の里まつり「おしんぷさん」

16

月

乳がん・子宮がん検診の受付開始～1 2月2 1日

狂犬病予防注射

（穂坂・藤井・円野・清哲・神山地区）

5 /1

火

17

火

狂犬病予防注射

（神山・旭・大草・竜岡地区）

2

水

18

水

3

木

19

木

武田の里婦人大学 （開講式）

PM  1 : 30～　市民会館

4

金

20

金

老壮大学(開講式)

PM12：50～　市民会館

市の人口 男　　　16,408人

（ ３月 1 日現在） 女　　　16,785人

世帯数　11,537世帯 計　　　33,193人

対前月比　＋ 5 世帯 対前月比　 ＋5人

（国勢調査をもとにした常住人口32,766人・10,710世帯）

憲法記念日

中学校入学式

武田の里婦人大学受講生募集中
日程　４月1 9日(木)：開講式　毎月１回開催

会場　市民会館

内容　各界著名人の講演他

学費　年額　3 , 0 0 0円

申込期限　 4 月1 3日（金）まで

●申込・問い合わせ　　

市教育委員会教育課

または　市民会館12 2 - 1 1 2 1

峡北広域環境衛生センター
ー 臨 時 職 員 募 集 ー

職種及び採用予定人数　事務職：１名
採用要件　30歳未満（平成13年4月1日現在）

短期大学以上の学歴を有する者
住所要件　韮崎市、北巨摩郡内の町村及び

中巨摩郡敷島町内の在住者
その他の要件

１）日本国籍を有する者
２）地方公務員法第1 6条に該当

しないもの
提出書類　履歴書１通及び学歴を証明するもの
受付期間　平成1 3年4月5日（木）～1 3日（金）
●お問い合わせ

峡北広域環境衛生センター　10551-22-3437

●市役所の内線番号は

４月１日より

変わります。
代表　0551-22-1111

注


